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1 月27 日 「オ ラ ン ダ人」 か ら 「イ ギ リ ス人」 へ
ーある金融業者とイギリス財政革命
坂本優一郎




2 月24 日 ア メ リ カ植民地支配下フ ィ リ ピ ン の 日
本商店・商品早瀬晋三
3 月10 日 満洲移民の越境体験ー も う ひ と つ の
満洲移民像をもとめて一蘭信三































1 月17 日 将軍家茂上洛をめ ぐ る老中水野忠精の
情報収集佐藤隆一
3 月7 日 幕末大和の豪商 と雄藩 一 大和高田の
村嶋氏一族と長州藩との物産交易
谷山正道
5 月16 日 将軍進発要請期の江戸政権再考
奈良勝司
6 月20 日 大久保利通と佐賀の乱 佐々木 克
7 月18 日 禁裏守衛総督 と 「一会桑政権」
佐々木克
8 月16 日 安政期の幕府評議一 大老井伊政権の
再検討-母利美和
10月17 日 十九世紀末， 京都におけ る 「知」 の構
築の現場一「平安通志』編纂をめ
ぐって一小林丈広
11月14 日 大名家 と京都 長州藩を中心に 一
岸本覚































1 月20 日 「生 き ら れ る文化」 と し ての社会運動
有薗真代
2 月3 日 異性装と フ ェ テ ィ シ ズム ( ? )
佐伯順子
2 月17 日 消費 と し ての蒐集 : ヒ ト と モ ノ の関わ
りをさぐる長尾晃宏(名城大学)
3 月3 日 ルネ ッ サ ン ス の フ ェ テ ィ シ ズム ， エ ロ
スと呪術岡田温司(京大人環)
3 月 1 7 日 西ア フ リ カ ， ベ ナ ン共和国南西部村落
における子供・もの・霊の椙関
田中正隆
4 月21 日 近代日本にお け る知識と権力
サビーネ・フルシュティク
(京大人文研外国人客員研究員)
5 月 1 9 日 記憶と景観 : 米国イ ン デ ィ ア ナ州の博
物館を事例に
田川泉(広島大学大学院)
6 月2 日 方法と しての フ ェ テ ィ シ ズム : 考現学
とその“末育"から
伊藤遊(大阪大学大学院)




7 月7 日 モ ノ と コ ト パの はざ ま : 社会的実践論
としての技術研究の可能性
大西秀之(総合地球環境学研究所)
10月20 日 物持ちの持ち物 : 大村 し げ コ レ ク シ ョ
ンからの検討田口理恵
(東京大学東洋文化研究所)
11月17 日 贈与の名前 : 北イ ン ド ・ ム ス リ ム社会
における贈与者/受贈者関係の諸相
小牧幸代







































1960 年代の研究 班長 富永茂樹
































































1 月14 日 威信財 シ ス テ ムか ら の脱却
石村智
1 月28 日 ナ イ ル下流域にお け る初期国家の形成
高宮いづみ(近畿大)
2 月25 日 古代メ ソ ポ タ ミ ア の集団労働
前川和也
3 月11 日 住居祉か ら みた ア ン デス にお け る 「国
家」佐藤吉文
3 月 25 日 カ ウ ノf ン グ : ヴ ァ イ キ ン グ時代 ノ lレ
富永
三種の神器














6 月 20 日
7 月4 日
6 月6 日
5 月 1 6 日
5 月 30 日
7 月18 日 テ レ ビ ・ ス ポ ー ツ ・ 理想のか ら だ
半田
9 月19 日 国民皆保険の成立 田中
10月3 日 贋と純粋一宇野弘蔵をめ ぐ っ て 一
大黒
10月31 日60 年代の 日米繊維摩擦 龍谷
11月 7 日 中間総括， お よ び、今後の展望につ いて
全員
11 月21 日 「流」 の 革命60年代 日 本精神誌
(2)一山室




1 月17 日 『ア ニマル ・ マ シ ー ン』 と そ の時代一
近代畜産の成立藤原
2 月7 日 “ふた り " の60 年代 斉藤















4 月22 日 西周統治体制と命の観念 小南 一郎
5 月13 日 古墳時代王権の権威基盤 : 二次国家形
成における王権の外部依存性
福永伸哉
5 月 27 日 古代ア ン デス の初期国家 : モ チ ェ の権
力基盤関雄二
6 月10 日 地名 と墳墓にみ る北欧の 「国家」 形成
角谷英則
6 月24 日 倭王権形成試論 : 中心生成プ ロ セ ス か
ら下垣仁志
9月9 日 古代イ ラ ン にお け る社会組織の編成
堂山英次郎
10 月14 日 手工業生産か らみた 日本列島の国家形
成菱田哲郎
10 月 28 日 北貌皇帝の行軍再考 藤井 律之
11 月11 日 適応と しての ラ ピ タ人の拡散戦略
石村智
11 月25 日 馬韓か ら百済へ 吉井 秀夫
12 月9 日 国家形成前夜の遺跡動態 (そ の2)
伊藤淳史
日仏文化交渉の研究班長宇佐美膏































リュー (トウー ルー ズ・ルミラィユ大学)セシ
ル・サカイ(パリ第 7大学)
1 月6 日 ア ン ド レ ・ マ ル ロ ー と 日本
三野博司
1 月 20 日 エ ミ ー ル ・ ガ レ にお け る高島北海の影
響鵜飼敦子
2月3 日 明治政府に送 ら れた フ ラ ン ス評 一 元
在仏日本公館雇マー シャル氏の『政況
報告雑纂』から一横山俊夫
2 月17 日 セ ヴ ィ ニ 工夫人の 『書簡集』 に あ ら わ
れたフランス人の死生観と日本人の死
生観佐藤洋子(ゲスト)
3 月3 日 フ ラ ン ス公使 ロ ッ シ ュ と幕末の 日本
佐々 木克





4 月7 日La DecouverteduTheatrejaponais
parlesFrancais
Jean-JacquesTschudin
4 月 2 1 日 日仏の 「象徴の森」 は呼応 し たか
宇佐美斉
5 月 1 2 日 東 と 西の雄鶏 一 フ ラ ン ス に渡 っ た川
村清雄の《建国〉一高階絵里加
5 月26 日 異世界表象の諸相 ロ テ ィ ， 荷風
ミショー，バルト一大浦康介
6 月9 日 日本におけ る 「 ヴ ァ レ リ ー問題J C2)
人文学報
森本淳生
6 月 23 日 ヴ ァ レ リ ー と 日本と の接点
丹治恒次郎
7 月7 日 『失われた時を求めて」 の菊 と ジ ャ ポ
ニスム阪村圭英子





10月 6 日 岩野泡鳴と ボー ド レ ー ル 北村 卓
10月20 日 「反語的精神」 の共振一林達夫と ジ ャ
ンケレヴィッチー近藤秀樹








12月 8 日 高島北海 『仏文詩画帖』 と エ ミ ー ル ・
ガレ 1900年万国博覧会資料
鵜飼敦子



































1 月15 日 植民地的検閲の起源1904 --1910 年
鄭根埴
1 月22 日1920 年代の在 「満洲」 外務省警察
荻野富士夫(小樽商科大・ゲスト)
2 月5 日 イ ギ リ ス外交文書にみ る 日本の在中国
領事館警察 - 1920年代以降に関する
初歩的な紹介一梶居佳弘
2 月 19 日 佐野学の逮捕と上海領事館警察
石川禎浩
3 月5 日 ソ ウ ル 日本人居留地の形成と拡大
市岡実幸(京大・院)
4 月16 日 上海フ ラ ン ス租界 と朝鮮民族運動
水野直樹
5 月7 日 日本帝国再編の起点と しての共通法制
定浅野豊美
5月 21 日 「対岸」 に お け る 台湾抗 日運動 と在外
公館宗田昌人
6月4 日 「退韓令」 に 関す る 基礎的調査-19
世紀末-- 20 世紀初在朝 日本人への在
留禁止命令について李昇煙




7月16日1920 年代の ‘満洲' に お け る 領事館
警察と韓人の民族運動辛珠柏
9 月17 日 間島にお け る領事館警察と朝鮮総督府
10月1 日 『外務省警察史』 に見 る 中国本土の麻
薬事情桂川光正
10月15 日 上海の領事館警察につ いて-1930 年
代を中心に副島昭一
11月 5 日 間島の領事館警察と 「親日団体」 朝鮮
人民会 - 1920年代を中心に一
慶岡浄進
11月19 日1910 年代朝鮮総督府の 中朝国境接壌
地帯における治安体制の構築
松田利彦
12月 3 日 ワ シ ン ト ン会議と 中国治外法権撤廃問
題長沢一恵(関西大・非常勤)


















l 月24日 東北接収をめ ぐ る国史館資料につ いて
西村
2 月14 日 中国東北地区にお け る 「満洲」 に関す
る記憶の表象坂部




4 月 11 日 研究会l 年一 回顧と展望一 山本
文史資料について上田
4 月 25 日 紹介 と書評
孫継武・鄭敏主編『日本向中国東北移
民的調査与研究J 2002 年 坂部
高楽才『日本「満洲移民」研究J 2000
年小都





6 月 13 日 想起 と 表象そ し て歴史叙述一 満洲体
験の重層化としてのシベリアー
山室
6 月 27 日 紹介と書評
柳沢遊『日本人の植民地体験大




7 月11 日 満洲開拓団への ま な ざ し 一 開拓研究
所資料を中心に一猪股
9 月 26 日 語 ら れ る 「祖国の記憶J - 中国残留
婦人を中心に蘭




10 月24 日 戦後中国東北政治の正統性問題 一 東
北接収と内戦にいくえ一西村
11 月14 日 満洲は ど う 語 られたか 古屋 哲夫
11 月28 日 記憶 と歴史 一都市民の場合一 上田
































































1 月25 日 『難波鉦』 香車~意気落 横山
私小説論争の行方一〈私〉の戦前戦
後森本
2月8 日 『難波鉦』 松浦舟~滝水 田中
東西カラクリ概論後藤
2 月22 日 『難波鉦』 諸手縄~釈語 贋瀬
暖昧の言語力宇佐美
3 月8 日 『難波鉦』 恋請~身を し る雨 荒牧
金蚕考武田
3月15 日 『難波鉦』 忍返 し 深津
官の意図，民の意図遊磨
4 月26 日 「難波鉦」 誰袖 遊磨
食卓の進化論山極
5 月10 日 『難波鉦J 打替 田中
カプセルの中の科学ースペンサ一二
ヴアイスマン論争一小林




5 月25 日 見開会 清水寺成就院 「身体」 を 「近代J で考え る o I近代」 を 「身体」
「言」あ・うん語りで考える。二つの暖昧模糊としたカテゴリーの交点
(対談)白川静氏/小南一郎氏から，その双方を照射しうるような新たな視点を模






その感覚をあえて言葉にするなら， I知」 の 「閉塞
感」への「抵抗」だ。





















(university)J と い う 装置が本来要求 し た はずの
「普遍性 (universali ty) J にお いて コ ミ ュ ニ ケ 一 卜
することである(二「方法的アマチュアリズム J)。
















4 月9 日 神戸市立博物館 「ヴ ィ ク 卜 リ ア ン ・
ヌード」展見学
4 月23 日 こ れま でのあ らす じ / こ れか らのみち
すじ菊地
医学的身体の基礎知識そのー東郷
5 月14 日 医学的身体の基礎知識その二 東郷
5 月28 日 ワ コ ー ル 企 業博物 館IMuseum of
beautyJ 見学
6 月11 日 こ こ ろ と か ら だ と情報 とl 一人工知能
の夢と挫折-守岡
6 月25 日 遺伝子発現パ タ ー ン と し て の “か ら
だ"山岸
7月9 日 読書会 : 生殖医療を考え る 菊地
7 月 23 日 医学的身体の基礎知識その三 東郷
10 月8 日 身体技法を考え る ー マルセ ル ・ モ ー
ス「身体技法」を読む菊地
10 月 22 日 精神分析的身体論の基礎知識 フ ロ
イトにおけるこ，三の問題圏一
立木康介(ゲスト)
11 月 1 2 日 ヒ ン ド ゥ ー ・ ナ シ ョ ナ リ ズム運動にお
ける身体のポリティクス - RSS (民
族奉仕団)のシャーカー活動をめぐっ
て一中島岳志(ゲスト)
11 月26 日 鉄道史か ら みた身体 ・ 時間感覚の変化
シーヴェルブシュ『鉄道旅行の歴史 J
を読む佐野





2003 年4 月 か ら 始ま っ た本研究会は， そ の2 年














































ム J Iハ ム 」 と 「ニ グ ロ JJ (栗本論文)
へのコメント石橋・大浦
6 月14 日 西洋美術にお け る異邦人表現の伝統 :
〈東方三博士〉の図像をめぐって高階
書評 Bell Hooks , Black Looks:
rα ce and represent ，αtion. Boston:
SouthEndPress , 1992. 竹沢
7 月12 日 人種概念、の普遍性を問 う : 問題提起
竹沢
黒人性について松田
7 月13 日 維新期， 天皇をめ ぐ る聖性と貴種と賎
高木
日本人類学と「人種」坂野
10月11 日 「人種」 議論にかんす る覚書 井野瀬
「グレイター・ブリテン」という快
感 19 世紀イ ン グ ラ ン ド に お け る 人
種論の展開小関






11月9 日 米軍にお け る人種と ジ ェ ン ダー 田中
人種とポルノグラフィ一大浦
12月10 日 国際 シ ン ポ ジ ウ ム 「ニ ュ ー ウ ェ ー ブ
21 世紀の 日系ア メ リ カ 人研究」
第一部 Japanese American Studiesinthe
RearviewMirror
Universalism and Exceptionalism





第二部 Migrat ing toandfromJapan
Writing Between Two Nations:
OkinaKyuin'sSokokuniKaeruKi
ora Record on Returning Home.
KristinaVassil
(UniversityofMichigan)
Once and Again: Japanese








PreliminaryFindings. であ り ， 中国のみな らず， イ ン ド ， 朝鮮， 日本を含
ArthurNomura めて考察す る O ま た ， ~鉄網珊瑚』画品を取り上げ，
(LoyoraMarymountUniversity) 会読を行 っ た。
Crossing National Boundaries and
theColorLine:ContrastiveStudyof 王玄策研究 班長 高田時雄
Houston's ‘Tea' with Ariyoshi 王玄策は唐の太宗か ら高宗の時代にかけて， 数度
“Hishoku. " に わ た り 正使あ る い は副使と して イ ン ド に赴き ， 中
野崎京子(京都産業大学)印文化交流史に足跡、を残した。その著とされる『中
第三部 Conceptual iz ing ‘Race ' and 天竺国行記」 は現在では散供 し て， ~法苑珠林~ ~諸
'Community'intheUnitedStates 経要集~ ~釈迦方誌」などに断片的な記載が見られ
Placing the Japanese Immigrant る のみであ る 。 本研究班では， 王玄策の使節に関す
Community in theTime-Space of る文献資料を集成 し ， 読み解 く こ と に よ っ て， 当時
EarlyTwentieth-Century American の 中国か ら イ ン ド に わ た る地域の歴史 ・ 宗教 ・ 言
West: The Nexus between the 語 ・ 文化な どの情報を引 き 出す こ と を 目的 と す る O
JapaneseAssociationandtheLocal 本年度で， (馬承鈎「王玄策事輯 J (~西域南海史地考
Economy. 米山 裕 (立命館大学) 証論著量輯』 所載) の会読を終了 し た。 今後は資料
Ethno-racialFormationofJapanese の整理お よ びテ キ ス ト 校訂 ・ 訳注作成等の作業を進



















































































































































まった本研究班は， 2003 年3 月 を も っ て終了 し た。

















20 世紀前半を対象 と す る 各分野の報告が多 く を 占































































4 月19 日 近代京都研究再考に向 けて 一 幹事報
告一伊従勉・丸山宏
高木博志
5 月10 日 十九世紀末京都にお け る 「知」 の構築
の現場一「平安通志』編纂をめぐっ
て一小林丈広
6月 21 日 三大事業の形成 ー そ の政策環境 と政
策主体一鈴木栄樹
7 月19 日 京都の近代庭園 小野 健吉
9 月 2 1 日 軍都東舞鶴の フ ィ ー ル ド ワ ー ク




















19 世紀にお け る 明治維新 佐々木克敦埋写本の言語史的研究 高田時雄
古代インド・ヴェーダ祭式の構造と 中国古代中世の法制 冨谷 至
歴史的展開の研究 井狩 j爾介 中国の小説，演劇及び説唱文学の歴史金 文京
シュメール行政・経済文書の研究 前川和也清代の文化と社会 井波陵ー































第 4 日 (1 0 月 9 日 )
漢籍目録を読む井波陵一
漢籍データ入力実習( 2)
第 5 日 (1 0 月 1 0 日 )
































2003 年7 月 於 本館大会議室



































第 4日 0 1 月 13日)
現代中国書について 石川禎浩
漢籍デー タ入力実習 ( 3 )





(3 月31 日付) 。
・落合弘樹(人文学研究部)助手は辞任の上 ( 3 月
31 日付) ， 明治大学文学部助教授に就任。
・宇佐美文理(東方学研究部)助教授は大学院文学
研究科助教授に配置換の上 ( 4 月 1日付)，当研
究所併任助教授(文化表象研究部門， 4 月1 日~
2004 年3 月31 日 ) 。
-森時彦(東方学研究部)教授を当研究所長及び附
属漢字情報研究センター長に併任 ( 4 月 1日~
2005 年3 月31 日 ) 。
・丸山宏名城大学農学部教授は，客員教授(文化研
究創成研究部門， 4 月1 日 ---- 2004 年3 月31 日 ) 0
・緒形康神戸大学文学部助教授は，併任助教授(文
化研究創成研究部門， 4 月1 日 ---- 2004 年3 月31
日)。
-岡田暁生神戸大学発達科学部助教授は，当研究所
(人文学研究部)助教授に転任 ( 4 月 1日付)。
-小関隆氏を助教授(人文学研究部)に採用 ( 4 月
1 日付) 0
・ェスポジ卜，モニカ氏を助教授(東方学研究部)
に採用 ( 4 月 1日付)。
・谷川穣氏を助手(人文学研究部)に採用 ( 4 月
16 日付) 。
・加藤和人助教授(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 1 月6 日大阪発， 英国
サンガーセンターに於いてゲノム研究についての
調査研究を行い， 1 月10 日帰国0
・加藤和人助教授(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により 1 月 14日大阪発，米
国シェラトンホテル及び、米国ヒトゲノム研究所に
於l )てヒトゲノム研究の現状に関する調査研究を
行い， 1 月18 日帰国0
・古松崇志助手(東方学研究部)は，文部科学省科




月 1 9 日帰国。




査を行い 1 月 23日帰国0
・龍谷直人助教授(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により 1 月 25日大阪発，ロ
ンドン公文書館に於いて 1950 --60 年代の対日経
済外交についての史料調査を行い 2 月 7日帰国 0
・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省在
外研究員旅費により， 2 月 1 0 日大阪発， 首都師
範大学に於いて敦煙学国際連絡委員会準備会に出
席及び研究打合せを行い， 2 月12 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省在
外研究員旅費により， 2 月17 日大阪発， 首都師
範大学に於いて敦憧学国際連絡委員会準備会に出
席及び研究打合せを行い， 2 月 19 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字





題講演及び研究打合せを行い， 2 月20 日帰国0
・池田巧助教授(東方学研究部)は，京都大学教育
研究振興財団助成金により， 2002 年3 月1 日大
阪発，カリフォルニア大学パークレー校に於いて
西南中国のムニャ語についての記述言語学的研究
を行い， 2 月28 日帰国0
・藤井正人助教授(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 2 月14 日大阪発， ト
リチュール，パニヤール，トリヴアンドラム及び
テイルネルヴェリ(インド)に於いてヴェーダ伝
承の現地調査を行い， 2 月28 日帰国0
・菊地暁助手(人文学研究部)は，文部科学省科学




い， 3 月3 日帰国0
・宮紀子助手(東方学研究部)は， 3 月4 日大阪発，
文部科学省研究拠点形成費補助金により，ソウル
大学校杢章閣及び高麗大学仁村記念館に於いて
15 ・16 ・17 世紀作成の地図資料収集を行い ， 3
月 6 日帰国。
・古松崇志助手(東方学研究部)は， 3 月4 日大阪
発，文部科学省研究拠点形成費補助金により，ソ
ウル大学校杢章閣及び、高麗大学仁村記念館に於い
て 15・ 1 6・ 17世紀作成の地図資料収集を行い，
3 月6 日帰国。
・森本淳生助手(人文学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 2 月14 日大阪発， フ ラ
ンス国立図書館に於いてポール・ヴァレリーに関
する資料調査を行い 3 月 8日帰国0
・岡村秀典助教授(東方学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により 3 月 1日大阪発，山西
省考古研究所に於いて先史遺跡の踏査及び出土遺
物の調査を行い， 3 月9 日帰国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センター)は， 3 月6 日大阪発， 中央研
究院資訊研究所(台湾)に於いて The digitalizaｭ
tionofChineseNewsContents に出席及び論文
発表を行い， 3 月9 日帰国0
・加藤和人助教授(人文学研究部)は，文部科学省
幸R




究発表を行い， 3 月11 日帰国0





ギー ・ジャマー アト本部及びジャマー アテ・イス
ラー ミ一本部(ラホー ル)に於いて宗教事情の調
査を行い， 3 月 1 5 日帰国0






3 月 1 5 日帰国。
・村上衛助手(東方学研究部)は，委任経理金によ




集を行い， 3 月19 日帰国0
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学




館に於いて敦埋資料調査を行い， 3 月23 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は，文部科学省科




い， 3 月24 日帰国。
-大浦康介助教授(人文学研究部)は，京都大学教







(チヤールストン大学)出席を行い， 3 月26 日帰
国0
・中西裕樹助手(東方学研究部)は，文部科学省科
学研究費補助金により， 3 月14 日大阪発， 海豊
県県誌弁公室(中華人民共和国)に於いてショオ
語の現地調査及び資料収集を行い， 3 月 26 日帰
国0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字













(人文学研究部)は， 3 月27 日 大阪発， ニ ュ ー
ヨークヒルトンホテルに於いて Annual Meetｭ
ingoftheAssociationofAsianStudies に 出
席・研究発表を行い， 4 月2 日帰国0
・辛珠柏外国人研究員(人文学研究部)は， 4 月




・加藤和人助教授(人文学研究部)は， 4 月 26 日
成田発，カンクン(メキシコ)カミノリールホテ
ルに於いてヒトゲノム国際機構倫理委員会へ出席




究のための漢籍文献史料調査を行い， 5 月8 日帰
国0
・高木博志助教授(人文学研究部)は， 5 月15 日
大阪発，全南大学に於いて 15， 18 光州事件文化
運動シンポジウム」に出席及び報告を行い， 5 月
16 日帰国0






字情報研究センター)は， 5 月14 日 大阪発，
オックスフォード大学に於いて TEl評議会の会
議に出席及びテキストエンコデイングについての
研究打合せを行い， 5 月 22 日帰国0
・ェスポジ卜，モニカ助教授(東方学研究部)は，
5 月 27 日大阪発， ス タ ン フ ォ ー ド大学に於い て
ITheRootsofNeidanJ ワ ー ク シ ョ ッ プに出席
及び資料蒐集を行い， 6 月10 日帰国0
・井狩禰介教授(人文学研究部)は，文部科学省科












学研究費補助金により， 7 月27 日大阪発， 中国
国家図書館に於いて新旧キリスト教出版活動に関
する資料収集を行い， 7 月30 日帰国0










行い， 8 月26 日帰国0
・水野直樹教授(人文学研究部)は，文部科学省科





研究拠点形成費補助金により， 9 月13 日成田発，
ロシア国立政治・社会史アルヒーフに於いて中国
文献調査を行い， 9 月21 日帰国0
・金文京教授(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 9 月 22 日大阪発， 首都師
範大学に於いて第二届〈三国演義》版本壁第二届
中国古典小説数字化研討会に参加・論文発表を行
い， 9 月25 日帰国。
-安岡孝一助教授(附属漢字情報研究センター)は，
文部科学省研究拠点形成費補助金により， 9 月
21 日大阪発， 英国図書館に於いて文字 コ ー ド の
歴史的資料に関する所蔵調査を行い 9 月 27日
帰国0
・山室信一教授(人文学研究部)は， 9 月24 日大
阪発，ソウルの独立記念館，西大門刑務所等に於
いて「アジアにおける記憶遺跡と調査活動」に関
する研究交流及び調査を行い， 9 月27 日帰国0
・ェスポジト，モニカ助教授(東方学研究部)は，









せを行い， 10 月 8 日帰国。
-岡村秀典助教授(東方学研究部)は，文部科学省







科学研究費補助金により， 10 月12 日成田発， ワ
シン卜ンの国立公文書館に於いて「阪神華僑の国
際ネットワークに関する研究」について，華僑華
人に関する調査及び資料収集を行い， 10 月20 日
帰国。




視察を行い， 11 月 3日帰国 0
・ウィッテルン，クリスティアン助教授(附属漢字
情報研究センタ一)は，文部科学省研究拠点形成




究所に於いて漢学研究打合せを行い， 11 月11 日
帰国。
・金文京教授(東方学研究部)は， 11 月 6 日大阪
発，ハーバード大学及びエール大学に於いて講演
及び中国小説・戯曲資料調査を行い， 11 月13 日
帰国。
・岩井茂樹教授(東方学研究部)は， 11 月 13日大
阪発，ソウル東国大学校に於いて明清史国際学術
会議における講演及び討論を行い， 11 月 1 6 円帰
国。




ワークを行い， 11 月 16日帰国。
・村上衛助手(東方学研究部)は，文部科学省科学
研究費補助金により， 11 月17 日大阪発， 上海市
博物館及び常習市に於いて近現代，武進県におけ
る労働問題・人口流動に関する文献調査を行い，




18 日大阪発， エ モ リ 一大学に於いて 「宗教紛争」
国際会議に出席，カリフォルニア大学パークレー
校及びハワイ大学に於いて道教関係資料蒐集を行
い， 11 月 28日帰国。
-竹沢泰子助教授(人文学研究部)は，文部科学省




















於 l )て 1 920年代の中国における調査資料の再検





発表を行い， 12 月7 日帰国0
・高田時雄教授(東方学研究部)は， 12 月2 日大
阪発，ペンシルヴァニア大学に於いて国際集会
<CrossingtheBordersofChina> に 出席 し ， 12
月 10日帰国。
・船山徹助教授(東方学研究部)は， 12 月2 日大
阪発，ペンシルヴァニア大学に於いて国際集会
<CrossingtheBordersofChina> に出席 し ， 12
月 10日帰国。





い， 12 月13 日帰国。
・岡田暁生助教授(人文学研究部)は，文部科学省
科学研究費補助金により， 12 月10 日 大阪発，
チューリッヒ市立図書館及びチューリッヒ大学図
書館に於いてグランド・オペラに関する調査を行
い， 12 月20 日帰国。




・森時彦教授(東方学研究部)は， 12 月17 日大阪
発，台湾中央研究院歴史語言研究所に於いて創立
75 周年記念式典出席， 学術講演及び資料蒐集を
行い， 12 月23 日帰国。
-田中雅一助教授(人文学研究部)は， 12 月15 日
大阪発，国立シンガ、ポール大学，マドラス大学及
び‘マドラス高等裁判所に於いて宗教事情について
の調査を行い， 12 月24 日帰国。
o 訂正
人文学報第 88号中葉報所員動静(1 32 頁) I横山
俊夫(人文学研究部)教授は大学院地球環境学堂
教授に配置換 ( 4 月 1日付 )Jは「横山俊夫(人
文学研究部)教授は大学院地球環境学堂教授に配
置換の上，ダブルアポイントメント制により当研
究所(文化研究創成研究部門)教授両任 ( 4月 1
日付 )Jに訂正します。
外国人研究員










期間 3月 17日 -- 8月 31日
-林満紅中央研究院近代史研究所研究員
貿易と台湾商人の興起 1860年- 1961 年
(文化連関研究客員部門)
受入教官岩井教授











期間 2 月 2日 -- 2 月 21日
• TSCHUDIN,Jean-Jacques









期間 8月 1日 -- 9月 30日




期間 8月 6日 -- 9月 2日
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